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課題名
1６豚舎の清浄化技術

（１）豚舎消毒装置の利用状況
分類 ②

試験研

究年次
１～２年（完了）

Ｉ目的

県内養豚農家における畜舎消毒装置の利用状況、を調査して、消毒装置の
適正な利用法について検討し、慢性呼吸器系疾病の発生防止を図る。

Ⅱ試験方法

１調査農家県内の一貫経営養豚農家４５戸。

２調査期間２年４月１２日～９月３０日。

３調査方法家畜保健衛生所〈中央､筑豊､両筑)による聞き取り調査

４調査項目飼養規模、消毒装置の利用状況及び効果等。

。

Ⅲ主要成果の概要

県内養豚農家における畜舎消毒装置の利用状況を調査し、その利用効果
を明らかにした◎

１消毒装置の設置状況は、未設置農家が２５戸、設置農家が２０戸で、大規
模飼養農家の設置割合が高い。
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Ⅳ主要成果の具体的データ

第１表調査農家の飼養規模及び消毒装置設置状況

調査消毒装置設置

飼養規模農家戸数農家戸数

頭 戸 戸 ％

300未満６０
３００～５９９１８３

６００～８９９97

900以上1２１０

（０）

（１７）

（７８）

（８３）

計４５２０（４４）

第２表消毒装置の利用状況

ノズル農家装置 消毒薬消毒回数消毒時間
種類戸数馬力自動手動逆性石鹸夏冬夏冬

戸 PＳ％％％回／日分／回

ミクロンスフ･し－１２４．１５０５０８３６．４３．５４．１２．８

ロータリースフ。1,-８４．５３７６３８８４．９３．５６．４３．７

第３ 表消毒装置の導入によって得られた効果

項目

豚舎内塵挨量の低減
呼吸器病の減少

下痢の減少

育成率の向上

発育性の向上

総合判断

ミクロンスフ。レーロータリースフ･1,-

１０／１２７／８

8／１２７／８

２／１２２／８

７／1２５／８

７／１２６／８

９／１２７／８

注）（効果の得られた農家）／（調査農家）

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

豚舎の衛生環境改善対策として、消毒装置を利用する場合の参考資料と
なる｡

Ⅵ．今後の研究上の問題点，

適正なノズルの:種類及び消毒薬の種類、消毒薬量について検討する必要
がある。
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